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はじめに

道教委が策定している学校における働き方改革北海道アクション・プラ
ンは今年度より第３期を迎え、学校での働き方改革は着実に浸透し、その
取組について一定の実践と効果が現れてきたところです。しかしながら、
職種別に見ていくと教頭の時間外在校等時間は他の職種と比べ突出してお
り、教頭業務の見直しや効率化を図っていくことが必要です。国において
も、教職の魅力を向上し、教師に優れた人材を確保するため、学校におけ
る働き方改革の更なる加速化が求められており、保護者からの電話対応を
含む外部対応・事務作業等の更なる縮減・首長部局や地域への移行や部活
動の地域展開等による本来業務以外の時間の抜本的縮減、勤務時間管理の
徹底、教育委員会ごとの業務量管理計画の策定、在校等時間の「見える
化」、校務ＤＸの推進、授業時数の見直し、長期休暇を取得できる環境整
備を進め、平均の時間外在校等時間を約３割縮減することを目指していま
す。全道的に見ても学校における管理職登用に必要な人材の確保が急務で
あり、職としての魅力化を図り、やりがいをもって職務に当たってもらう
ことが重要と考えています。
このたび、空知・石狩・後志教育局の道央圏の三局でこの課題を克服し、

教頭はもちろんのこと教職員全員が業務の参考となる改善事例等について
取りまとめることとなりました。編集に当たり、関係市町村教育委員会や
各学校の教頭におかれましては、業務多忙の中、御協力いただき感謝を申
し上げます。学校における働き方改革手引Roadにもこのような課題を解決
していくためには、一時的に負担が増加するものの、継続して改革を推進
することで業務改善が図られることが示されています。教頭が仕事から活
力を得ていきいきとし、仕事に誇りややりがいを感じ、仕事に熱心に取り
組むことができますよう、そして、その先の未来を担う子どもたちへのよ
りよい教育活動のために、関係各位の御理解と御協力をお願い申し上げま
す。
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目次・解説

■今後の人口推移 ・・・・・P 4
今後の学校数や規模等を見据えた体制を考えていく必要があります。
小中連携や定数配置の見通しも大切です。

■教頭の時間外在校等時間 ・・・・・P 5
令和５年度の実績で教頭と他の職種を比較したところ、約２倍の差が生じ
ています。教頭だから当然という意識を改める必要があります。

■教頭の勤務実態調査 ・・・・・P 6
教頭の職務のうち、主に事務職員との棲み分けが進んでいるのかを調査し
ています。

■取組事例Ⅰ 各学校の事例 ・・・・・P15
３管内の各学校の事例について抜粋して掲載しています。

■取組事例Ⅱ 市町村の事例 ・・・・・P39
同上

■業務見直しの観点 ・・・・・P43
北海道学校における働き方改革手引Road第５章に掲載している見直しの観
点例の追補版です。

■アンコンシャス・バイアス(無意識の偏見) ・・・・・P46
意識の変容を実際に考えるチェックリストとして御活用ください。

■教頭としてやりがいを感じる職務 ・・・・・P50     
全国の調査結果と自分を比較し今後の執務の参考にしましょう。


